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認証を取り巻く現状



コーヒー、紅茶、カカオ等生産の現状

• 世界的に需要は増えている（新興国の消費増、人口増）

• 気候変動による長期的な調達の不安

• 国や地域によっては、転作や廃業も起こっている

• 世界的な企業や欧米の大手企業は既に長期的な安定調達に向けて認証
や産地支援などに取り組んでいる

• 持続可能な原料の供給は、メーカーにとって非常に重要な問題

• EUDRの導入を始め、人権、環境、温室効果ガス排出など、様々な情報
開示と責任、コンプライアンスの要求の増加

2050年問題
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責任あるビジネスが、新しい標準となっている
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企業は「行動を起こしている」ことを示す必要がある
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レインフォレスト・アライアンス認証製品を販売
することによる利点

1. 持続可能性に関する活動としてレインフォレスト・アライアンス認証製品の販売、
供給をもとに、活動目標の設置、実施、またその情報を広報できる。

2. 環境面、社会面などのリスクに事前に対応できる。

3. 貴社のサプライチェーンのコンプライアンスを生産者*まで確認できる

• 人権デューデリジェンス

• ジェンダー平等

• 苦情メカニズム

4. SDGsに対する持続可能性の実践、信頼性、コンプライアンスにコミットできる

5. 市場拡大ができる 

6. よりロイヤルティを得ることができる 

7. 世界的に知られているレインフォレスト・アライアンス認証マークを使用できる

8. レインフォレスト・アライアンス、あるいは他社とマーケティング/PR活動が行
える

* トレーサビリティレベルがマスバランスの場合を除く



持続可能性に関する活動としてレイ

ンフォレスト・アライアンス認証製品
の販売、供給について広報できる。
2.環境面、社会面などのリスクに事前
に対応できる。
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様々な取組み、情報開示が求められている

SDGs（持続可能な開発目標）

EUDR（EU森林減少フリー製品に関する規則）

SBTN (The Scienece Based Targets Network)

人権デューデリジェンス

TCFD(気候関連財務情報開示タスクフォース)

TCND（自然関連財務情報開示タスクフォース）

温室効果ガス排出量

苦情処理システム

など・・・・

B to B 

https://sciencebasedtargets.org/about-us/sbtn
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ビジネスからのさらなる社会的エンゲージメント
が求められている
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あなたは、エシカル消費につながる商品・サービスを、今後購入したいと思いま
すか。以下の項目のうち、当てはまるものを一つお選びください。（単一回答）

約６０％が
購入意向を示す

「エシカル消費」に関する消費者庁調査結果 ２０２２年
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の生産者と労働
者が認証農園で
労働 *1

以上の面積に及
ぶ農園が認証を
取得 *1

以上で認証製品
が販売 *1

にわたり自然を
保護し生活の改
善のために活動

において生産者
や森林コミュニ
ティと協働 *1

以上が認証原材料
を調達し、事業慣
行を改善 *1

*1  2022年12月のデータ
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レインフォレスト・アライアンス認証
基準の概要

第４章 

農業 

第1章

管理

第５章

社会
第6章

環境

第２章

トレーサビリ
ティ

第３章

収入と
責任の共有 

（農場要件のみ）

社会

経済

環境
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認証は、生産者と企業が持続可能性を推進すること
を支えるツールを提供します。

リスクと実績の
より良いデータ

改善の継続に

焦点

サプライチェーン全体で改善に
対して責任を共有する

持続可能性のリスクを理
解し、管理するより強力

なシステム

人権に対する約束と活動を
推進するデューデリジェン

スシステム
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リスクをもとにしたアプローチ

森林伐採の位
置情報マッピ
ング

国レベルでの

リスクマップ

複数のレベルでのリスク査定

• 農場レベルでのリスク査定-状況に応じた特定のリスクを見分ける

• サプライチェーンレベルでのリスク査定ー社会と環境のデューデリジェン
スを含む
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持続可能性のリスクと活動を理解し管理するための
データを利用したアプローチ

ツール 生産者が行うことができること:

リスク査定 自身の持続可能性のリスクを見極める

能力評価 リスクに対をうすることができる能力を
見極める

管理計画 リスクに対応する活動を見極める

サステイナビリティ投資計画 リスクに対応し、実績を改善するための
投資を見極める

農場レベル
のツール

サプライチェーン
レベルの実績ダッ
シュボード
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人権に対応するデューデリジェンス

ゼロトレランス（完全に禁止）から、「事前評価対処方式」への変更

• 児童労働 

• 強制労働 

• 差別
• 職場内暴力とハラスメント

• 認証農場は、以下のシステムを備えていなければならない

✓ リスクの特定と評価

✓ 特定された事例を管理し、保護措置を確保

✓ 効果的な是正措置の実施

• 生産者と購入者は以下が可能になる

✓ 透明性と説明責任を高める（問題を地下にもぐらせない）

✓ 改善を支援し、検証するためのつながりを維持する

是正
任命と
意見交換

リスクの緩和

監視
リスクの
査定
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改善の継続に焦点

スマートメーター
リスク査定に従い、生産者が自身で目標を設定し、
これらの改善を実現するための適切な活動を明確に

定める。

必須の改善要件 自己選択型改善要件

年を追うごとに

改善

生産者が自分で
改善の目標を

決定
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責任の共有

認証は生産者に十分な報奨なしに不公平な重荷を背負わせている

サステイナビリティ差額

生産者の持続可能な努力に報いる金銭
での支払い

サステイナビリティ投資

持続可能な生産と改善の推進にかかるコスト
を共有するためのバイヤーからの投資

責任の共有

企業/
貿易業者

生産者 企業/
貿易業者

生産者

ブランド価値

安定した
財政基盤

市場支配力

不確実な市場ア
クセス

気候変動の影響

農場向け要
件

実際の生産

責任の共有



3.貴社のサプライチェーンのコンプラ
イアンスを生産者*まで確認できる



日本でも人権デューデリジェンス法制定の動き

出典：日経新聞



レインフォレスト・アライアンス認証はデューデリジェンスを
支援します

•リスク管理システム
•人権ポリシーの表明
•社内の責任

•リスク分析

•監視

•潜在的な悪影響の防止と緩和
•是正措置

•苦情処理

•文書化とコミュニケーション

デューデリジェンスの枠組みと

管理ツール

リスク査定ツール

リスク管理、緩和ツール

苦情処理メカニズムと支援手引き

データとコミュニケーションツール

保証と検証

RAの人権デュー・デリジェンス・
アプローチは、国際的な枠組みに
沿ったものです：

• 国際労働機関の条約

• ビジネスと人権に関する国連指
導原則

• OECD多国籍企業ガイドライン

RAの環境デュー・デリジェンス・
アプローチは、森林破壊、農薬管
理、生態系および生物多様性の保
護に関する国際的なベスト・プラ
クティスに沿ったものです。

提案されているEUのデューデリジェンス法令の要件
には以下が含まれる

注：認証はデューディリジェンスの補助であり、代替ではありません。

是正
任命と
意見交換

リスクの緩和

監視
リスクの
査定
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レインフォレスト・アライアンス認証要件

• 1.1.4 – デューデリジェンス

• 1.2.3 – 下請業者、サプライヤーのリスト

• 1.4.1 –内部監査 (複数施設認証の場合)

• 1.4.2 – 自己査定

• 1.5.1 – 苦情解決制度

• 2.2.2 – トレーサビリティ

小売・外食ブランド所有者にも常に適用される 



４. SDGsに対する持続可能性の実践、
信頼性、コンプライアンスにコミッ
トできる
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レインフォレスト・アライアンス認証とSDGｓ

以下のゴールにも
関連



５. 市場拡大ができる 

６．よりロイヤルティを得ることが
できる 
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自分の考えや価値観を基にブランドを購入、支持
する
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働く場所を選ぶ際にも責任あるビジネスは重要視
されている
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食品飲料業界は信頼度が高い
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企業・ブランドへのロイヤルティがカギ

調査企画・実施：アルティウスリンク（調査時法人名株式会社KDDIエボルバ）
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企業・ブランドへのロイヤルティがカギ

調査企画・実施：アルティウスリンク（調査時法人名株式会社KDDIエボルバ）
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「エシカル消費」に関する消費者庁調査結果（抜粋）

＜消費者庁による「エシカル消費」の説明＞

エシカル消費とは、地域の活性化や雇用などを含む、人・社会・地域・環境に配慮した消
費行動です。日常的に消費する衣類や食品などの生産背景には、児童労働や人権問題、劣悪
な労働環境、環境破壊などの問題が潜んでいる場合があります。

私たち一人一人が、社会的な課題に気付き、その解決のためにできることを考えたり、買
物や行動することがエシカル消費です。例えば次のような行動も含まれます。

・社会的課題に配慮した商品・サービスを購入する
・地域社会の活力向上のため地元商店街で買物をしたり、その地域で生産された農産物等を
購入する
・一度使用したものをシェアやリサイクルをして資源を大切に使う

＜調査概要＞

・2022年11 月17日～19日に実施。

・調査サンプルは全国の15歳以上の男女5,000名。

・調査結果全文はこちら

https://www.caa.go.jp/policies/council/cepc/meeting_materials_5/assets/meeting_materials_5_230228_06.pdf
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あなたは、「エシカル消費（倫理的消費）」をどの程度知っていますか。（単一
回答）
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あなたは、以下の社会的課題・社会貢献活動について、どの程度関心を持ってい
ますか。当てはまるものをそれぞれ一つずつお選びください。（単一回答）
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あなたは、エシカル消費につながる行動についてどの程度実践していますか。
以下の項目のうち、当てはまるものを一つお選びください。（単一回答）

約28％が実践
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あなたが、エシカル消費に取り組んでいる理由は何ですか。以下の項目のうち、
当てはまるものを全てお選びください。（複数回答）
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あなたが、エシカル消費に取り組んでいない理由は何ですか。以下の項目のうち、
当てはまるものを全てお選びください。（複数回答）
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あなたは、エシカル消費につながる商品・サービスを、今後購入したいと思いま
すか。以下の項目のうち、当てはまるものを一つお選びください。（単一回答）

約６０％が
購入意向を示す
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みどりの食料システム戦略

出典：農林水産省 みどりの食料システム戦略の実現に向けて 令和5年1月



７.世界的に知られているレインフォ
レスト・アライアンス認証マークを
使用できる



40

認証ベンチマーク- Milieu Centraal (May 2022) 

カテゴリー

環境
健康
人
管理
透明性

https://keurmerkenwijzer.nl/

Milieu Centraalは工業情報機関です。私たちの使命は、消費者が持続可能な選択をできるようにすることです。私たちの情報は、独立した信頼できる実用的なものです。商業的な利害はありません。.
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オランダの消費者調査結果（非常に影響力のある
雑誌に掲載）

・オランダの主要３５種のコーヒーで調査

・レインフォレスト・アライアンスが持続可能な認証マークの中で一位を獲得

Milieu = Environment      Mens & Werk = People & Labor 出典: Keurmerkenwijzer
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スイスのラベルインフォ（認証ラベル情報）

レインフォレスト・アライアンスは、信頼性、環境への配慮、社会適合性、
動物愛護（RAは該当なし）で高く評価され、「強く推薦」のカテゴリを
得ています。

www.labelinfo.ch/de/steckbrief/rainforest-alliance

http://www.labelinfo.ch/de/steckbrief/rainforest-alliance
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グローバルコーヒープラットフォーム

コーヒー持続可能性参照コードと同等

第３者認証

ベースラインコーヒー
コードと同等

第３者認証 第2者認証第2者認証
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認証マークの認知度調査 （2022）

11%

17%

26%

29%

33%

36%

40%

49%

0% 25% 50%

ブラジル

日本

フランス

アメリカ合衆国

オランダ

オーストラリア

ドイツ

イギリス

出典: IPSOS i:omnibus, May 2022 

WWF FTL RA FSC MSC
バードフレン
ドリー

カカオ
ライフ

グリー
ンピー
ス



認証マークを使用したコミュニケーション

4

5



他国のプロモーションの一例 （2023）

ASDA イギリス
No.3の小売り

ケロッグフランス
オーシャン：フランスNO2.
の小売の会員（消費者）向
け冊子

ユニリーバマグナム
SNS用ビデオ

Magnum - YouTube46

https://www.youtube.com/shorts/ubUZWwub_Os
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メディア露出

日経新聞 2022年6月9日ファッション誌
教科書や副読本
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教科書関係の認証マーク使用実績
番号 タイトル メディア 発行部数 公開時期 流通先

2019年申請

1２０２１年中学国語教科書 教科書

22021年度中学校技術・家庭科（家庭分野）教科書 教科書

2020年申請

3
文部科学省検定 高校家庭科教科書（家庭基礎／家庭総合），指導
者用教材，デジタル教科書

教科書
家庭総合：約11万部/年、家
庭基礎：約35万部/年

2022年2月1日発行～4年間使用
予定

4CLIL 英語で考えるSDGs 持続可能な開発目標 書籍 1500部から2000部を予定 2021年2月20日発行予定 大学用の語学の教科書

5技術・家庭科のワークブック 10万2千部（予定） 2021年4月1日
日本全国の中学校

6高校家庭科の副教材 2021年４月

2021年申請

7国語教科書 本 10万部 2022年4月 全国の中学生

8
文部科学省検定 高校家庭科教科書（家庭基礎／家庭総合）

Textbook/教科書（高校） 11万部、35万部程度/年 2022年2月〜4年間 高校

指導者用教材，デジタル教科書

9高等学校家庭用副教材『最新生活ハンドブック』
30,000部（デジタル版500
部予定含む）

2022年4月 高等学校１～３学年

10高等学校家庭科資料集『LIFE おとなガイド（仮）』 教科書（資料） 8万部＋ウェブ 2022年4月 全国

2022年申請

11

高校家庭科教材「新課程 家庭総合 学習ノート」

教科書 4万部 2023年2月1日

高校家庭科教材「新課程 家庭基礎 学習ノート」



８. レインフォレスト・アライアン
ス、あるいは他社とマーケティング
/PR活動が行える
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あなたは、エシカル消費につながる商品・サービスであることをどのように確認
して選択していますか。以下の項目のうち、当てはまるものを全てお選びくださ
い。（複数回答）

「エシカル消
費」に関する
消費者庁調査
結果
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カエルを探そう
(Follow the Frog)

キャンペーン（毎年9月頃）

#FOLLOWTHEFROG



52

皆で共に（We’re All In ）キャンペーン

本編ビデオ（英語版）：We're All In | Rainforest Alliance (rainforest-alliance.org)

日本語字幕付きショートビデオ：XとFacebookに掲載しています。

https://twitter.com/RainforestALJP/status/1726410040666472745

https://fb.watch/oK8o-4albv/

https://www.rainforest-alliance.org/were-all-in/
https://twitter.com/RainforestALJP/status/1726410040666472745
https://www.facebook.com/watch/?v=1265395514855431&ref=sharing
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認知度向上に向けた取組
レインフォレスト・アライアンスコンソーシアム

・2015年9月1日設立

・目的

コーヒー・茶・バナナなどの持続可能な農作物を使ったレインフォレスト・ア
ライアンス認証商品がある生活を、お客様に提供し続けること

・活動内容

(1) レインフォレスト・アライアンス認証の普及・啓発

(2) 社内外に向けた理解度向上のための勉強会開催

(3) 会員間での定期的な情報共有

(4) その他前条の目的を達成するために必要な活動

• 正会員資格

(1) 入会時にレインフォレスト・アライアンス認証商品に関して生産から流
通、小売までのサプライチェーンのいずれかに携わっている企業・団体
であること。

(2) 理事会の決議を経て認められたものであること。

• 会費は無料
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X （旧ツイッター）キャンペーン

内容

• 各社ごとの賞品画像をレインフォレスト・アライアンス日本アカウントから
投稿

• レインフォレスト・アライアンス日本アカウントのフォローと各社賞投稿の
リポストで、賞品が当たる

メリット

• レインフォレスト・アライアンス日本の公式Xアカウントで、約4万人のフォ
ロワーに対し、御社製品の紹介ができます。

• 必要なのは、ツイッター用画像提供と、賞品＋送料のみ。

• アカウントからのX発信、当選者抽選等はレインフォレスト・アライアンス
が行います。

• 各社別になっており、自社のフォロワーにも紹介ができます。また、同様に
他社のフォロワーが貴社の投稿を目にします。
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今年9～１０月のキャンペーン画像
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認証対象

・2020認証プログラムでは、農場から、最終消費者製品（製造者、ブラ
ンド所有者等）までが認証範囲です。

・レインフォレスト・アライアンス認証マーク、レインフォレスト・ア
ライアンス認証の名称を使用する際は、認証取得が必要です。これは、包
材、ウエブサイト等、用途を問いません。

* 認証を取得せず、「レインフォレスト・アライアンス認証一部使用」な
どの対外的な公表は一切できません。



サプライチェーン認証取得のための手順
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手順 1:
登録

手順 2:

検証過程
手順 3:

リスク査定
手順４:

使用許諾
契約書
（LA）

使用許諾契約書
を依頼し、これ
に署名します

手順 5: 

取引用の
ライセンス

審査または認可
手続きの結果を
受理し、トレー
サビリティプ
ラットフォーム
で取引を行うた
めのライセンス
を取得します

手順 6: 

認証数量の取
引

製品の数量を
記録し、取引
を行います

レインフォレス
ト・アライアン
スのアカウント
IDを取得します

レインフォレ
スト・アライ
アンスによる
リスク査定の
結果に基づき、
要件への適合
検証を進めて
ください

オンラインプ
ラットフォーム
（RACP）上で、
貴社の情報を提
出し、リスク査
定を依頼します。

取得にかかる期間は、6か月を目安としてください。

https://www.rainforest-alliance.org/business/certification/how-to-get-supply-chain-certification-a-guide-for-companies/#step5
https://www.rainforest-alliance.org/business/certification/how-to-get-supply-chain-certification-a-guide-for-companies/#step5
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プライベートブランド所有者・小売/外食企業

• 2020認証プログラムでは、プライベートブランド所有者・小売/
外食企業まで認証が必要。

• 最終製品のみ取り扱う小売・外食企業は、基本的に審査は不要

• トレーサビリティシステムの利用は選択制です。

下記、過去の説明会録画および資料をご参照ください。

2022日4月7日実施 小売/外食企業、ブランド所有者向け説明会

2022日12月1日実施 小売・外食企業向け登録・認証方法及び要件の更新内容について、並
びに本認証登録方法について

https://www.rainforest-alliance.org/ja/press-releases/2022%e6%97%a54%e6%9c%887%e6%97%a5%e5%ae%9f%e6%96%bd%e3%80%80%e5%b0%8f%e5%a3%b2-%e5%a4%96%e9%a3%9f%e4%bc%81%e6%a5%ad%e3%80%81%e3%83%96%e3%83%a9%e3%83%b3%e3%83%89%e6%89%80%e6%9c%89%e8%80%85%e5%90%91/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/press-releases/2022%e6%97%a512%e6%9c%881%e6%97%a5%e5%ae%9f%e6%96%bd-%e5%b0%8f%e5%a3%b2%e5%a4%96%e9%a3%9f%e4%bc%81%e6%a5%ad%e5%90%91%e3%81%91%e7%99%bb%e9%8c%b2%e8%aa%8d%e8%a8%bc%e6%96%b9%e6%b3%95%e5%8f%8a%e3%81%b3/
https://www.rainforest-alliance.org/ja/press-releases/2022%e6%97%a512%e6%9c%881%e6%97%a5%e5%ae%9f%e6%96%bd-%e5%b0%8f%e5%a3%b2%e5%a4%96%e9%a3%9f%e4%bc%81%e6%a5%ad%e5%90%91%e3%81%91%e7%99%bb%e9%8c%b2%e8%aa%8d%e8%a8%bc%e6%96%b9%e6%b3%95%e5%8f%8a%e3%81%b3/


2020認証プログラム参考資料
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認証関係情報源

• 2020認証プログラムページ 2020認証プログラム | 

Rainforest Alliance | 法人向け (rainforest-alliance.org)

• 要件、付属文書、手引きなどの文書

• ビジネスニュースレター（英語版・登録制）
https://www.rainforest-alliance.org/business/subscribe/

• その他

• カスタマーサクセスチーム: customersuccess@ra.org

• Eコース Course: E-Course / JA - SAR51 - 2020 Sustainable 

Agricultural Standard: Supply Chain Requirements

英語版と和訳の版が違う
場合がありますので、ご
注意ください。

新プログラムの各課題に関する説明書

https://www.rainforest-alliance.org/business/ja/tag/2020%e8%aa%8d%e8%a8%bc%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b0%e3%83%a9%e3%83%a0/
https://www.rainforest-alliance.org/business/subscribe/
mailto:customersuccess@ra.org
https://learn.ra.org/course/view.php?id=1998&lang=ja
https://learn.ra.org/course/view.php?id=2833
https://learn.ra.org/course/view.php?id=2833


質疑応答
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質問 回答

最終製品をそのまま販売する問屋様がRAを
明記したいために認証を取ろうとすると、
査定はいらないという認識でお間違いござ
いませんでしょうか。またその場合かかる
費用も異なってくるという事ですか。

はい、間違いありません。最終製品の販売を
小売企業に行う問屋機能の企業は、認証の取
得は必要ありません。そのため、費用もかか
りません。
もし自社のウエブサイト等でレインフォレス
ト・アライアンス認証を言及したい場合は、
「その他（Others)」というカテゴリで
RACPに登録すると、認証マークの使用申請
が行えます。

日本の認証製品点数の推移、登録企業数の
推移などの情報がありましたら、共有いた
だけないでしょうか？

残念ながら、製品に関しては推移を把握して
おりません。現在の認証マーク申請システム
で、販売終了時の登録等がないためです。登
録企業数については、こちらからご覧いただ
けます（左側のフィルターで、作物や国を選
択できます）

今回の説明会の資料を社内勉強会で使
用できますか。

はい、後ほどウエブサイトで公開いたします
ので、録画・資料ともご利用ください。

https://www.rainforest-alliance.org/business/certification/certificate-search-and-public-summaries/


rainforest-alliance.org
De Ruyterkade 6

1013 AA, Amsterdam,

The Netherlands

233 Broadway, 28th Floor

New York, NY 10279

USA

日本語ウエブサイト ：https://www.rainforest-alliance.org/ja/
日本語Facebook : レインフォレスト・アライアンス日本
日本語twitter              : @Rainforest ALJP

https://www.rainforest-alliance.org/ja/
https://www.facebook.com/rainforestalliancejapan/?locale=ja_JP
https://twitter.com/RainforestALJP
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